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ライフプランを考えるときに知っておきたい話題を取り上げて解説します

　

明
治
29
年
に
民
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
ほ
と

ん
ど
改
正
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
債
権
関
係
の
規
定

が
、
平
成
29
年
５
月
26
日
に
成
立
し
た
「
民
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
、

令
和
２
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
本
稿

で
は
、
私
た
ち
の
家
計
に
関
係
す
る
消
滅
時
効
と

個
人
根
保
証
契
約
の
重
要
な
改
正
に
つ
い
て
、
ご

説
明
し
ま
す
。

消
滅
時
効
期
間
の
改
正

　

改
正
前
の
民
法
は
、
「
債
権
は
、
10
年
間
行
使

し
な
い
と
き
は
、
消
滅
す
る
。」
と
し
つ
つ
も
、

商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
の
消
滅
時
効
（
５

年
間
）
や
職
業
別
の
短
期
消
滅
時
効
（
１
年
間
な

ど
）
が
別
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
と
い
う
問
題
点
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
債
権
は
、

①
債
権
者
が
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
知
っ
た
時
か
ら
５
年
間
行
使
し
な
い
と
き

　

又
は

②
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
10
年

間
行
使
し
な
い
と
き

　

は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
定
め
ら
れ

（
第
１
６
６
条
第
１
項
）
、
商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ

た
債
権
の
消
滅
時
効
及
び
職
業
別
の
短
期
消
滅
時

効
の
規
定
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
時
効
期
間
の
定
め
が
概
ね
統
一
化

さ
れ
、
改
正
前
の
問
題
点
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
お
金
を
貸
し
借
り
し
た
と
き
、
又
は

物
を
売
買
し
た
と
き
な
ど
、
契
約
に
よ
っ
て
生
じ

た
債
権
を
有
す
る
場
合
、
契
約
し
た
人
は
、
契
約

時
に
権
利
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
知
る
の
が
通
常

で
す
か
ら
、
①
に
よ
り
時
効
期
間
は
５
年
間
と
な

り
ま
す
。
商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い

て
は
改
正
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
間
の
契

約
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、
時
効
期

間
が
10
年
間
か
ら
５
年
間
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
債
権
の
中
で
も
、
人
の
生
命
又
は
身
体

の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
時
効
期
間
は
、

①
債
権
者
が
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
と
き
か
ら
５
年
間
行
使
し
な
い
と
き

　

又
は

②
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
20
年

間
し
な
い
と
き

　

は
、時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
定
め
ら
れ（
第

１
６
６
条
第
１
項
、
第
１
６
７
条
、
第
７
２
４
条
、

第
７
２
４
条
の
２
）、
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害

す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い

て
も
同
様
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
の
生
命
身
体
と
い
う
重
要
な
法
益

（
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
）
に
つ
い
て

は
時
効
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
、
よ
り
手
厚
く

保
護
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
傷
害
を
負
っ
た

被
害
者
が
有
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
権
の
時
効
期
間
は
、
改
正
前
は
３
年
間
で
し

た
が
、
改
正
に
よ
っ
て
５
年
間
に
長
期
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
民
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
令
和
２
年

４
月
１
日
の
施
行
日
以
降
に
発
生
し
た
債
権
で

家
計
の
観
点
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い

「
民
法
改
正
」
の
ポ
イ
ン
ト

債権の消滅時効期間の定めが概ね統一化。原則５年に。
個人根保証契約では、書面で上限額の定めがなければ
無効に。
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す
。
そ
れ
以
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
よ
っ
て

生
じ
た
債
権
に
は
、
改
正
前
の
民
法
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
不
法

行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、

施
行
日
に
改
正
前
の
民
法
の
時
効
期
間
で
あ
っ

た
３
年
間
が
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば
、
改
正
民

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

個
人
根
保
証
契
約
は

極
度
額
の
定
め
が
必
要

　

「
個
人
根
保
証
契
約
」
と
は
、
一
定
の
範
囲
に
属

す
る
不
特
定
の
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
保
証

契
約
で
あ
っ
て
、
保
証
人
が
法
人
で
な
い
も
の
を

い
い
ま
す
（
民
法
第
４
６
５
条
の
２
第
１
項
）
。

　

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
身
近
な
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
自
分
の
子
が
マ

ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
を
借
り
る
際
に
保
証
人
と
な
る

場
合
も
、
賃
貸
借
契
約
の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定

の
債
務
を
包
括
的
に
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
賃
貸
人
と
保
証
人
間
の
契
約
は
、
個
人
根
保

証
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
保
証
人
は
、
賃
借
人
と
の

信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
保
証
人
と
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
契
約
時
に
自
分
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ

と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

改
正
前
の
民
法
で
は
、
一
部
の
根
保
証
契
約
に

つ
い
て
の
み
極
度
額
（
保
証
人
が
負
担
す
る
上
限

額
）
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
お
り
、
賃
貸

人
と
の
根
保
証
契
約
は
、
そ
の
対
象
外
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
仮
に
、
賃
借
人
が
長
期
間
賃
料
を
支

払
わ
ず
に
失
踪
し
た
な
ど
と
い
う
事
態
が
生
じ
た

場
合
、
保
証
人
は
、
賃
貸
人
か
ら
予
想
外
に
高
額

の
請
求
を
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
個
人
の

根
保
証
契
約
一
般
に
つ
い
て
極
度
額
を
定
め
る
こ

と
を
義
務
と
し
、
定
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
根
保
証

契
約
は
無
効
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
第

４
６
５
条
の
２
第
２
項
）
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
証
人
は
、
契
約
時
に
、
自
分
が

責
任
を
負
う
上
限
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
予
想
以
上
に
高
額
な
請
求
を
さ
れ
る
と
い

う
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
極
度

額
は
、
書
面
で
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
同

条
第
３
項
、
第
４
４
６
条
第
２
項
、
第
３
項
）
。 

　

た
だ
し
、
改
正
民
法
に
は
、
極
度
額
の
上
限
額

を
制
限
す
る
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
証
人
に
と

っ
て
あ
ま
り
に
高
額
な
極
度
額
が
定
め
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
重
い
責
任
か
ら
根
保
証
人
を
保
護
す
る

と
い
う
条
文
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
個
人
根
保
証
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、

極
度
額
の
具
体
的
な
金
額
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
と
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

根
保
証
契
約
に
関
す
る
改
正
民
法
が
適
用
さ
れ

る
の
は
、
施
行
日
後
に
締
結
さ
れ
た
根
保
証
契
約

で
す
。

■ 職業別の短期消滅時効の例

【旧民法】 【改正民法】

債権の種類 時効期間

医師の診療報酬 ３年

弁護士の報酬 ２年

飲食代金 １年

動産のレンタル代金 １年

商取引債権 ５年

・原則５年

・ケースによっては
最長10年

■ 極度額（上限額）の定めの
　ない個人の根保証契約は無効

極度額

保証人は責任を
負わない


